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                                     株式会社ビズリーチ 

安倍内閣が｢稼ぐ力｣の強化に取り組むなか、平均年収 940 万円のビジネスパーソンにアンケート 

  ９割が「個人の『稼ぐ力』が日本企業の成長に関わる」と回答 

7 割以上が個人の「稼ぐ力」がある 
 

管理職・グローバル人材に特化した会員制転職サイト「ビズリーチ」などインターネット サービス

を展開する株式会社ビズリーチ（所在地：東京都渋谷区／代表取締役社長：南 壮一郎）は、2015 年 

7 月、ビズリーチの会員 2,519 名を対象に、個人の「稼ぐ力」について意識調査を実施しました。 

日本経済は、今後労働人口の減少によって経済規模が縮小し、プラス成長を続けることが困難である

と予測されています。そのため、6 月に安倍内閣で閣議決定された「『日本再興戦略』改訂 2015」で

は、日本企業の体質や制度・慣行を一変させる「生産性向上革命」が掲げられました。そこでは、日本

経済全体の生産性を向上させるため、企業や個人が「稼ぐ力」を高めることが必要であると言われてい

ます。 

今回のアンケート調査から、安倍内閣が掲げる「稼ぐ力」につ

いて、約 9 割のビジネパーソンが「個人で『稼ぐ力』を高める

ことが、日本企業や組織の成長に関わる」と回答し、自身の「稼

ぐ力」については 7 割以上の人が「ある」と回答しています。 

 

 

 

■9割が「個人の『稼ぐ力』が日本企業の成長に関わる」と回答 

 

今回の調査で安倍政権が掲げる「稼ぐ力」に関しては、約 9

割のビジネスパーソンが「個人で『稼ぐ力』を高めることが、日

本企業や組織への成長に関わる」と回答しました。 

 

 

■7割以上のビジネスパーソンが、自身に「稼ぐ力がある」と回答 



今回のアンケート調査で、7 割以上のビジネスパーソンが自身に「稼ぐ力がある」と回答し、「稼ぐ力が

ある」と回答した理由としては、「専門的な資格・技術を持っている」（57.8％）、「様々な業種や職種の

経験がある」（57.7％）、「困ったときに助けてもらえるような人脈がある」（36.7％）「グローバルで活

躍できる高い語学力がある」（35.7％）という回答が多く、「副業などで生計を立てる力がある」

（11.2％）、「株や資産運用などで暮らす力がある」（9.1%）などのような、副収入を得る力があるとい

うことよりも、個人の経験や専門的な資格を持つことを「稼ぐ力」と捉えていることが明らかになりま

した。 

 

■平均で毎月約 18,000円を自己投資！ 日々の積み重ねが「稼ぐ力」に 

 個人の「稼ぐ力」を高めるために意識的に行動している人は約 7 割で、その投資金額は平均で毎月約

18,000 円という結果となりました。具体的な内容としては、「語学」や「MBA の取得」「人脈を広げる

ためのセミナー参加」があげられています。個人の「稼ぐ力」への意識の高さが分かる結果となりまし

た。  

Q. 「稼ぐ力」を高めるために具体的にどのようなことを行っていますか。（※フリーコメントより一部抜粋) 

・ 語学学習、セミナーの参加、読書（30 代・男性/部長クラス/サービス） 

・ MBA を取得すべく通学（40 代・男性/部長クラス/その他） 

・ 各種ビジネスセミナーに出席（40 代・女性/課長クラス/流通・小売） 

・ 社外人脈形成と自己啓発（40 代・男性/部長クラス/ソフトウェア・インターネット） 

・ 若い人、新しいビジネスを展開している人と会うこと（50 代・男性/役員クラス/その他） 

 

■ビジネスパーソンが考える「稼ぐ力」は「ビジネスを創出できる力」「社会貢献」など 

 

Q. 個人の「稼ぐ力」はどのようなことだとお考えですか。また、「稼ぐ力」を身につけるにはどのよう

な取り組みが必要だと思いますか。（※フリーコメントより一部抜粋) 

・ ビジネスを創出できる知識・ スキル 、何事にも学習意欲を持って取り組むこと 

（30 代・男性/一般社員/金融） 

・ イノベーションを起こせる力。私は技術者ですが、経営学を学ぶことで確実にイノベーション能力

を高められると思う（40 代・男性/課長クラス/メーカー） 

・ グローバル化した世界、少子高齢化の日本を考慮すると、世界市場を相手にビジネス開発ができる

人材が必須と考える。専門能力としては、語学力、交渉力、情報力である 

（60 代・男性/部長クラス/サービス） 

・ 儲けることは目的ではなく結果だということを理解し、世の中のためになる産業を興し、事業を作

り上げていくことが稼ぐ力だと思う。市場を注視し、どこに事業の芽があるかを考えていくことが 

必要（50 代・男性/部長クラス/ソフトウェア・インターネット） 



株式会社ビズリーチ 執行役員   

キャリアカンパニーCEO 多田洋祐 コメント 

安倍政権では、新たな成長戦略である「日本再興戦略」のなかで、雇用制度改革や人材

力の強化など多岐にわたる成長戦略を掲げています。そのような背景を受け、ビズリー

チ会員に「稼ぐ力」に関するアンケート調査を行ったところ、9 割が「個人の『稼ぐ

力』を高めることが日本企業の成長に関わる」と回答しています。ビジネスの第一線で

働くビジネスパーソンは、日本の生産性向上のためには個人が「稼ぐ力」を身につけることが重要であ

ると考えています。 

「稼ぐ力」を身につけるためには、常に自分の市場価値を客観的にとらえ、次の仕事や事業を創出でき

る知識やスキルを修得することが重要です。アンケート結果からも、「稼ぐ力」を高めるために意識的

に何かされている方は約 7 割という結果となりました。ビジネスサイクルがどんどん短くなり、人材の

流動化が高まるなか、自身の「稼ぐ力」や市場価値を確認するためにビズリーチを利用している方も多

くいらっしゃいます。今後は自分のキャリアの市場価値を知ったうえで、「稼ぐ力」を身につけるため

のキャリアを形成していくことが重要になっていくのではないでしょうか。 

 

■ 調査概要 

・ 実施期間：2015 年 7 月 13 日～7 月 19 日 

・ 対象：ビズリーチ会員:2,519 名 

・ 年齢：20 代：2.6% 30 代：20.0% 40 代：37.2% 50 代：32.7%  60 代以上：7.5% 

・ 男女比：男性：87.4% 女性：12.6% 

・ 平均年収：936 万円 

・ 役職：一般社員：27.3％ 課長クラス：29.0％ 部長クラス：21.2％ 

   本部長クラス：4.0％ 役員クラス：9.8％ その他：8.7％ 

 

※ 本リリースに含まれる調査結果をご掲載いただく際は必ず「ビズリーチ調べ」と明記してください。 

 

■株式会社ビズリーチについて 

「インターネットの力で、世の中の選択肢と可能性を広げていく」をミッションとし、人材領域と教育分

野のインターネットサービスを運営。東京本社のほか、大阪、名古屋、シンガポールに拠点を持ち、従業

員数は 548 名（2015 年 7 月現在）。管理職・グローバル人材に特化した会員制の転職サイト「ビズリー

チ」やアジア版の「RegionUP（リージョンアップ）」、20 代のためのレコメンド型転職サイト「careertrek

（キャリアトレック）」、完全無料のクラウド型採用サービス「スタンバイ」、友だちとクイズで競える学

習アプリ「zuknow（ズノウ）」、お腹を空かせた学生のための肉食就活サイト「ニクリーチ」などを展開。 

参照 URL: https://www.bizreach.co.jp/ 

 

 

https://www.bizreach.co.jp/

